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重大) 症例 lは， 60歳，男性慢性腎不全にて， 1984年に繭l液透析
導入. 1995年屍体腎移植術施行 移植腎機能廃絶にて， 2000年血液透
析再導入されていた. 2002年3月に無症候性肉眼的血尿あり， CT施
行.右自己腎に直径約 3cmの腫携が認められた，精査加療目的にて
入院となり，右腎摘出術施行 RCC G2 clear cel pT1aであった.
症例2は， 67歳，男性. 1996年屍体腎移植術施行.定期 CTにて，
左自己腎に直径約 3cmの腫揚が認められた.精査にて悪性が疑われ






治的右腎摘除術施行. n重傷は上極に位置し，大きさは 3X3cm， 


















細管マーカーである vimentin，cytokeratin， UEA-1， EMAに陽性



















































































































































診.DIP， RPにて右水腎症，尿管の圧排を認め， CT， MRIにて径
IOcmの後腹膜腫蕩を認めた.ガリウムシンチにて麗蕩部に集積を認
め，血管造影では尿管動脈および腎被膜動脈よりの栄養動脈カ溜!めら





































対象とした.一次検診は PSA測定単独でおこない， 4.1 ng/ml 以上
の者を要精検者として，近隣医療機関で二次検診を施行した. [結果]
一次検診受診者1，024人中77人 (7.5%)が要精検者で， 75人が二次検





























Cが放出され， caspase-3をto性化するという系が関与していた a こ
れらの研究結果をもとに現在マウスを用いて精巣内遺伝子導入実験を
行っており，今後の男性不妊治療に結び付けたいー
進行腎癌の治療ー免疫療法を中心にー:古武敏彦(大阪府成人病
セ) (古武・大谷診療所) 腎痛の治療においては，早期痛では原発
巣に対する外科的治療でかなりの成績がえられている. しかし腎癌は
転移傾向が強く，転移を有する進行痛では種々の治療法が試みられて
いるが，まだ、有効な治療法はなく，その予後はきわめて不良であるー
進行癌の治療は泌尿器科医にとって非常に困難ではあるが， chal 
lengingな課題である.近年種々のインターフエロン(IFN)やイン
ターロイキン 2 (IL-2)なとによる免疫療法が精力的に行われてい
る しかしこれらの単斉1)療法では，有効率20%を越える成績を示すも
のは少なく，満足いくものではない. IFNと他の免疫療法剤や織化
学療法剤との併用療法が注目されている これらの免疫療法の文献上
の成績を検討し，問時に独自に開発した IFNα とシメチジンの併用
療法の成績を紹介し，さらに進行腎癌の集学的治療にも言及したい
